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第 1 章：スクールカウンセラーの役割と抱えている課題 
第 1節 求められるスクールカウンセラーの役割の変容  
第 2節 アメリカにおけるスクールカウンセリングの役割  
第 3節 日本におけるスクールカウンセリングの歴史と動向  
第 4節 「チームとしての学校」におけるスクールカウンセラーの役割 
 
第 2 章 スクールカウンセラーが実践する予防教育――ソーシャル・エモーショナル・ラーニング
(Social and Emotional Learning: SEL)を中心に――  
第 1節 予防教育としてのソーシャル・エモーショナル・ラーニング 




第 3節 日本のスクールカウンセラーが取り組む学校危機予防教育 
 
第 3 章 本研究の目的と意義 
第 1節 本研究における課題意識 
第 2節 スクールカウンセラーの予防教育への取り組みの現状と課題 
第 3節 実証的研究の全体構成 
 
第 4 章 スクールカウンセラーの予防的取り組みの現状と課題(基礎研究) 
第 1節 研究 1：学校種によるスクールカウンセラーの活動の現状と予防につながる取り組みの検討 
第 2節 研究 2：スクールカウンセラーの予防教育を滞らせる要因の検討 
第 3節 研究 3：スクールカウンセラーが予防教育を実践する意義の検討  
 
第 5 章：スクールカウンセラーによるソーシャル・エモーショナル・ラーニングの実践(実践研究)  
第 1節 研究 4：中学校におけるソーシャル・エモーショナル・ラーニングの実践の効果と課題   
第 2 節 研究 5：ワークショップを用いた研修型コンサルテーションが教員の学校危機予防意識に与
える効果と課題 
 
第 6 章：本研究の結論と今後の展望 
第 1節 スクールカウンセラー活動の現状と予防教育を推進するための視点  
第 2節 予防教育のデフォルトとしてのソーシャル・エモーショナル・ラーニング導入の提案  


































































































































































































































 本学学位規則第 19条により，口述試験を 2020 年 12月 23日に公開の場で行った。小高氏からは論
文内容に関して適切な説明が行われ，審査小委員会委員および出席者からの質問に対しても的確な回
答がなされた。その結果，審査小委員会は口述試験の結果を合格と判断した。 
 
７．結論 
 以上により本審査小委員会は，小高佐友里氏によって提出された学位請求論文「スクールカウンセ
ラーによる学校危機予防を目指したソーシャル・エモーショナル・ラーニングの導入と効果」を優れ
た研究であると評価し，小高佐友里氏が博士（心理学）の学位を授与されるに十分な資格を有すると
の結論に達した。 
以 上 
 
 
